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5
0
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
近
い
工
場

で
火
力
発
電
所
や
原
子
力
発
電
所
の
配

管
を
設
計
・
製
作

―
広
島
県
呉
市
の

サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
企
業
だ
。 

　「
も
の
づ
く
り
の
会
社
が
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
と
い
う
と
ま
ず
C
A
D
。
人

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
り
機
械
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
ほ
う
に
意
識
が
向
き
ま
す
ね
。

私
が
社
長
に
就

任
し
た
平
成
13

年
以
前
か
ら
サ

ー
バ
ー
を
入
れ

て
L
A
N
も
敷

い
て
い
ま
し
た

が
、
仏
作
っ
て

魂
入
れ
ず
状
態

と
言
い
ま
す
か

…
…
」 

　
サ
ン
ワ
テ
ク

ノ
ス
の
長
行
事
義
人
社
長
は
、
業
界
が

３
次
元
C
A
D
へ
シ
フ
ト
す
る
流
れ
を

受
け
、
自
社
の
対
応
姿
勢
を
検
討
し
て

い
た
。
さ
ら
に
社
内
の
改
革
を
目
指
し

て
E
R
P
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
い
と
い

う
思
い
を
抱
き
、
４
年
ほ
ど
前
、

I
T
S
S
P
事
業
の
経
営
者
研
修
会
に

参
加
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
予
想
外
の
展
開
に
。 

　「
I
T
成
熟
度
の
診
断
を
受
け
て
、

が
っ
く
り
き
ま
し
た
。L
A
N
も
入
っ

て
い
る
し
、
そ
こ
そ
こ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
最
終
図
面
が
手
書
き
だ
と
I
T

化
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
の
診
断

で
し
た
」（
長
行
事
社
長
） 

　
さ
ら
に
、
導
入
を
企
画
し
て
い
た

E
R
P
ソ
フ
ト（
予
定
費
用
５
０
０
万

円
）の
話
を
持
ち
出
す
と
、
担
当
の

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ（
I
T
Ｃ
）石
川

敬
三
氏
か
ら
「
外
の
標
準
を
当
て
は
め

る
だ
け
で
は
業
務
は
変
わ
ら
な
い
。
ま

ず
業
務
の
全
体
像
を
掴
ん
で
フ
ロ
ー
を

作
り
ま
し
ょ
う
」
と
の
指
摘
を
受
け
た
。 

　
懸
案
の
３
次
元
C
A
D
に
つ
い
て
は
、

取
引
先
が
使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
に

互
換
性
が
な
く
一
つ
の
方
式
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
。
一
方
、
す
べ
て
に
対

応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
費

用
が
高
騰
し
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
も
う
少

し
時
期
を
見
て
対
応
す
る
こ
と
に
し
た
。 

　
C
A
D
、E
R
P
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム

導
入
を
一
旦
保
留
し
、
受
注
か
ら
設
計
・

製
造
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
な
業
務
フ
ロ
ー

作
成
を
第
一
目
標
と
し
た
の
で
あ
る
。 

　
 
  
I
T
を
入
れ
る
前
に
 

▼ 
業
務
の
全
体
像
を
描
く
 

　
同
社
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
管
理
や

シ
ス
テ
ム
運
用
を
担
当
し
、
研
修
会
に
も

足
を
運
ん
だ
松
井
俊
二
氏
は
述
懐
す
る
。 

　「
そ
れ
ま
で
社
内
で
は
各
部
門
で
書

類
を
作
成
し
て
次
の
部
門
に
渡
し
て
い

ま
し
た
が
、
書
式
や
項
目
の
名
称
な
ど

が
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
。
そ
こ
で
、
担
当

者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
約
１
年
か

け
て
ル
ー
ル
作
り
を
し
ま
し
た
」 

　
各
部
署
が
独
自
で
作
成
し
て
い
る
書

類
も
ル
ー
ル
を
そ
ろ
え
て
デ
ー
タ
で
や

り
取
り
す
れ
ば
、
入
力
工
数
や
ミ
ス
が

減
り
、
ま
た
意
思
疎
通
も
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
。
同
社
は
従
業
員
の
参
加
に
よ
っ

て
現
状
を
洗
い
出
し
、
会
社
全
体
の
業

務
フ
ロ
ー
図
を
完
成
さ
せ
た
。 

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
社
長
命
令
で
、

「
担
当
者
は
他
の
仕
事
に
優
先
し
て
こ

れ
を
行
う
」
と
徹
底
。
こ
れ
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
や
り
抜
く
原
動
力
と
な
っ
た

と
同
時
に
も
う
一
つ
の
効
果
も
生
ん
だ
。 

　
そ
れ
は
、
長
行
事
社
長
が
方
針
と
し

て
挙
げ
る
「
オ
ー
プ
ン
な
経
営
」
を
実

現
す
る
基
礎
づ
く
り
だ
。 

　「
仕
事
を
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
せ

ず
、
透
明
で
皆
が
状
況
を
理
解
で
き
る

会
社
に
し
た
い
。
私
の
こ
う
し
た
考
え

を
示
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
し
た
」

（
長
行
事
社
長
） 

　
従
業
員
が
参
加
し
て
自
ら
考
え
る
機

会
を
通
し
て
、
会
社
の
方
針
が
徐
々
に

理
解
さ
れ
始
め
た
の
だ
。I
T
活
用
の

前
に
行
う
自
社
の
業
務
分
析
は
、
社

員
が
「
新
し
い
会
社
」
を
肌
で
感
じ

る
絶
好
の
場
と
も
な
る
の
だ
。 

　
 
  

3
次
元
C
A
D
問
題
に
は
 

▼ 

発
想
を
転
換
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

　
こ
う
し
て
立
案
し
た
業
務
フ
ロ
ー

と
社
内
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
が
、
大
掛

か
り
な
仕
様
と
な
っ
た
た
め
、
導
入

は
中
期
的
な
ス
パ
ン
で
検
討
す
る
こ

と
に
。 

　
優
先
す
べ
き
は
本
業
の
設
計
を
効
率

化
す
る
C
A
D
シ
ス
テ
ム
と
の
判
断
で
、

ま
ず
は
、
３
次
元
C
A
D
シ
ス
テ
ム
に

取
り
組
ん
だ
。 

　
以
前
と
は
発
想
を
変
え
、「
お
客
様

か
ら
は
２
次
元
C
A
D
の
デ
ー
タ
を
い

た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
３
次
元
の
デ
ー
タ

を
自
動
生
成
す
る
シ
ス
テ
ム
」（
松
井

氏
）
に
挑
戦
。
３
次
元
デ
ー
タ
を
そ
の

ま
ま
受
け
取
る
に
は
対
応
ソ
フ

ト
が
必
要
に
な
る
が
、
一
旦
２

次
元
で
受
け
取
り
、
そ
の
後
に

３
次
元
に
変
換
で
き
れ
ば
取
引

先
の
デ
ー
タ
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
。 

　
本
シ
ス
テ
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た

I
T
C
白
石
英
雄
氏
は
「
社
内
で
一
番

時
間
を
要
し
て
い
る
の
は
設
計
。
こ
こ

を
短
縮
す
れ
ば
生
産
性
が
高
ま
り
受
注

量
も
増
や
せ
る
。
会
社
全
体
が
良
く
な

っ
て
い
く
は
ず
で
す
」
と
シ
ス
テ
ム
の

ね
ら
い
を
解
説
す
る
。 

　
開
発
に
あ
た
っ
て
は
バ
ブ
日
立
プ
ラ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
と
い
う
パ
ー
ト
ナ
ー
を

得
て
、
無
事
シ
ス
テ
ム
も
完
成
。
他
社

か
ら
一
歩
抜
き
ん
出
る
シ
ス
テ
ム
が
成

果
を
見
せ
る
こ
と
で
、
オ
ー
プ
ン
経
営

の
担
い
手
と
な
り
つ
つ
あ
る
従
業
員
の

意
識
も
、
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

会 社 概 要 
株式会社サンワテクノス 
広島県呉市築地町6-5 

設　立：昭和38年 
従業員：71名 
事業内容：プラント配管の設計・
製作、圧力容器の設計・製作、
CAD/CAMシステムの開発・
販売。 

URL：http://www1.odn.ne.jp/sanwatechnos/

サンワテクノスがCADに抱いていた課題と新システム 
取引先の要望 ・3次元CADの導入を求められている 
問　題　点 ・3次元CADは業界標準が決まっておらず、取引先によってシステムが異なる 

　→データの互換性を取るシステムの構築を考えたが費用が高すぎて断念 
　→かといって、一社に合わせたシステム導入も無理が多い 

…ひとまず3次元CADは様子を見ることに 
新たな発想 ・データを2次元CADで入手し、それを3次元CADに変換する仕組

みはできないか？ 
　→平成17年度IT活用型経営革新モデル事業に採択され、着手 

 
 
 
 
 
 
活　　　　用 ・システムを使いこなし、変換精度を上げて、受注量を増やしたい 

 取引先 自　社 
以前の構想 3次元CADデータ 3次元CADシステムの互換性がない 
 

今　回　の
 3次元CADデータ 3次元CADデータ 

システム
  　　　　　　　自動変換 

 2次元CADデータ 

火力・原子力発電用
の高温高圧配管に豊
富な実績を持つ。一
つの配管を受注し、
設計→製作→納品ま
で、6ヵ月から 8ヵ月
要するという。 

　長行事社長は社長交代前から経営方針を立て、
事業計画書を作成。地域の中小企業家同友会は
もちろん、各種講習会に積極的に参加し、自身
の経営スタイルを磨いていた。 
 「父親は自分のコピーを作りたがりますが、私
は別人。自分なりのやり方でオープンな経営を
したいと考えています」 

サポーター紹介 
ITコーディネータ 

オーディット有限会社 
石川敬三 氏（右） 
株式会社コア 
白石英雄 氏 

代表取締役社長 長行事義人　氏（左） 
プラント事業部 松井　俊二　氏

 
CIM推進グループリーダー 

　2002 年広島に在住して
いた ITC 中四国倶楽部の
古家後啓太氏が、ITSSP事業実施にあたりメンバーに参加を呼び
かけたことがきっかけで、長行事社長は本事業に参加。直接的には
広島県中小企業家同友会呉支部の経営者から紹介を受けたそうだ。 
　ITC石川敬三氏は、ITSSP事業を通じて、サンワテクノスの業
務フローの洗い出しおよび整理の部分をフォロー。自社の IT成熟
度は高いと考えていた長行事社長に「業務の結果がデータ化され
なければITを上手に活用しているとはいえない」と厳しい指摘をしつ
つ、同社の実情を踏まえたITの導入ステップを指南した。 
　一方、2次元CADを活用した簡易型3次元CADシステム構築
に向け、IT活用型経営革新モデル事業への申請およびシステム構
築をサポートしたのが ITC白石英雄氏だ。無事モデル事業の採択
を受け、システム構築費用の2分の1にあたる補助金が支給された。 
　長行事社長は、ITCを「それぞれが得意分野を持つ家庭教師」
と例える。「独学でシステムを構築するのとポイントを教わりながら進
めるのは格段に違いが出る。どんなシステムが欲しいかというベンダ
ー向けの提案依頼書（RFP）はITCなしでは書けなかったと思う。
社内にシステムの専門家を置くのはお金もかかるし、その人が持っ
ている世界に限定されてしまいますから」 
　製造業の業務システムに強い石川氏、システム構築や補助金の
申請に詳しい白石氏と、適材適所でITCの力を活用した長行事社
長ならではの感想である。 

事例紹介③ 
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新
体
制
の
確
立
と
設
計
支
援
シ
ス
テ
ム
稼
働
　
広
島
県
呉
市
　
プ
ラ
ン
ト
配
管
設
計
・
製
造
　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
　
の
場
合 

特集 特集 二代目社長の清涼感 二代目社長の清涼感 


